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論文内容の要旨
ソフトウェア開発プロジェクトでは、しばしばプロジェクトの実行が危うくなる状態に陥ることがある。もし、こ
のような危険な事態を引き起こす要因(リスク)を見逃したり、その対処が遅れたりすると、プロジェクトは制御不
能となり混乱した状態に陥ってしまう可能性がある。ソフトウェアが社会システムにおいて重要な位置を占める中で、
そうしたプロジェクトの混乱を防止するために、ソフトウェアプロセスの改善に取り組む組織が増えてきている。
本論文では、ソフトウェアプロセス改善に係わる統計的分析手法を用いた 2 つの実証的研究について述べる。まず
はじめに、 「プロジェクト計画の妥当性」が「フ。ロジェクトのコスト見積りと実績に関する逸脱の度合しリにどの程
度影響を与えるか、さらに「プロジェクトの生産性や品質」に及ぼす影響についての分析を試みた。この分析の結果、
プロジェクト計画の妥当性が高いほど、プロジェクトコスト見積りと実績の逸脱の度合いが低く、また、同時に生産
性や品質が高くなることを統計的に示すことができた。
次に、実際のプロジェクトから得られるデータと統計的分析手法を用いて混乱プロジェクトを実証的に判別する新
しい手法を提案する。提案する手法には、次の特徴がある。
実践的な質問表を使用していること:混乱プロジェクトの特性を抽出するために開発現場の経験や教訓に基づく簡
単な質問表を設計した。質問表の一般性を確認するため、他の研究で提案されているソフトウェアリスク項目との関
連性を評価した。
実証的アプローチであること:統計的モデ、ルの構築および統計的モデルの検証には、実際のプロジェクトから収集
したデータを用い、実証的な検証を行った。
はじめに、混乱プロジェクトの特性を抽出するため、 5 つの観点と 22 の質問項目(混乱抽出要因)からなる質問
表を設計した。 5 つの観点とは「要件J I見積り J I計画策定J Iチーム組織」および「フ。ロジェクト管理活動」で
ある。この質問表を用い、ある組織で実行された 32 のプロジェクトから評価データを収集した。次に、ソフトウェ
アメトリクスやインタビューなどで、得たフ。ロジェクトに関する情報を用い、 32 のプロジェクトを「混乱あり J I混乱
なし」の 2 グ、ルーフ。に分類した。そして、得られた質問表の回答(即ち、プロジェクトの特性)とプロジェクトの混
乱の程度と関係について最尤推定法に基づく標準的な分析手法であるロジスティック回帰分析を行い、混乱プロジェ
??
クトを判別する統計的モデルを構築した。
構築した統計的モデ、ルの妥当性を検証するために、モデ、ル構築に使用した 32 プロジェクトに対し、統計的モデ、ル
を使った混乱予測結果と実際のプロジェクトデータとの比較評価を行った。この結果、 32 プロジェクト中で 28 プロ
ジェクトの判別が正しく行われることを確認した。さらに、この統計的モデ、ルによる混乱の危険性があるプロジェク
トの判別能力に関する実証的評価を行うため、同じ組織の別の 8 プロジェクトに対してモデ、ルの混乱予測を実施し、
その結果と実フ。ロジェクトデータを比較評価した。その結果、 8 プロジェクト中の 7 プロジェクトの判別が正しく行
われることが確認できた。
以上のように、本研究で提案する手法によりソフトウェア開発における混乱プロジェクトを判別する統計的モデ、ル
が構築できることを実証した。現在、本研究を手法は実際の開発組織でのプロジェクトリスク管理へ応用することを
行っており、さらにリスクの動的な変化を捉える手法への展開を検討中である。
論文審査の結果の要旨
本論文は、ソフトウェア開発におけるプロジェクト管理に対し、情報科学的な手法の導入を試みたものである。基
本的には情報科学的な手法の基礎となるモデ、ル作成に関する理論的考察と実際の開発データを利用したモデ、ル構築
とその評価から構成されている。
モデ、ル作成に当たっては、医療分野等への応用の成功で最近特に注目を集めているロジスティック回帰分析を採用
している。分析の目標を混乱ソフトウェアプロジェクトの判別に置いている点で極めて挑戦的である。分析に利用す
るデータはプロジェクトの現場からアンケート方式で収集する。それは混乱プロジェクトの開発現場では直感的にそ
の兆候が開発者と管理者によって観測されているとし、う調査結果に基づいた決定である。
モデル作成のキーとなるアンケートで使用する質問表には特別の工夫をしていて、開発現場での経験や教訓がバラ
ンス良く反映されている。得られた質問表は「要件J r見積J r計画策定J rチーム組織J rフ。ロジェクト管理活動J の
5 つの視点から構成されている。その下に、全部で 22 個の混乱要因が具体的な質問項目として用意されている。こ
のような具体的な質問表の設計は従来研究では困難であるとして行われていない。その意味でこの質問表自体にも高
い実用的な価値がある。
モデ、ル作成には 32 個の実際の開発プロジェクトを用いている。まず、 32 個を「混乱あり」と「混乱なし」の 2 つ
のグループρに分けておいて、質問表の回答(これがプロジェクトの特性を表す)とプロジェクトの混乱のあり、なし
との聞の関係をロジスティック回帰分析で明らかにした。その関係を表現する回帰式が求めるべき混乱ソフトウェア
プロジェクトの判別モデルである。
引き続いて、モデルの妥当'性評価を、上記とは別の 8 個の実際の開発プロジェクトを用いて行った。評価の手順と
しては、これら 8 個のプロジェクトの質問表の回答を判別モデルに適用して得られる混乱予測とプロジェクトの実際
の(混乱のあり、なしに関する)結果との一致の度合いを調べている。その結果、 8 個の内の 7 個について一致する
ことが確認され、有効性の高さが示された。
以上のように、本論文で提案する実証的判別法によって混乱ソフトウェアプロジェクトを十分に高い精度で予測で
きる可能性が示されており ソフトウェアプロジェクト管理手法の開発に貢献するところが非常に大きいだけでなく、
学術的にも非常に意味のある幾つかの知見をもたらしている。
よって、博士(情報科学)の学位論文として価値のあるものと認める。
??円。
